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脈動隠居おてだま 完黙の女

美女と野獣 はりねずみのルーチカオペラ座の怪人

警視庁内で警察官による非違行為

が相次ぐ。 事態の悪化をおそれた

警視庁生活安全部少年事件課の巡

査部長・富野輝彦は旧知のお祓い

師 ・鬼龍光一を呼び出す。 結果、

警視庁を守る結界が破られており、

このままでは警察組織は崩壊すると

いう。 富野は小松川署で傷害事件

を起こした少年の送検に立ち会い、

半グレ集団による少女売春の情報

を掴む。 一見無関係なふたつの出

来事は、 やがて奇妙に絡み合う…。

老舗糸問屋 ・ 嶋屋元主人の徳兵

衛は、 還暦を機に隠居暮らしを始

めた。 風雅な余生を送るはずが、

巣鴨の隠居家は孫の千代太が連

れてきた子供たちで大にぎわい。

子供たちとその親の面倒にまで首

を突っ込むうち、 新たに組紐商い

も始めることとなった。 商いに夢

中の徳兵衛は、 自分の家族に芽

吹いた悶着の種に気が付かない。

やがて訪れた親子と夫婦の危機

に、 嶋屋一家はどう向き合う？

小４男児が自宅を出たまま姿を

消した。 時効目前の１５年後、 子

供の骨を持ち運んでいた元ホス

テスの女が殺人容疑で逮捕され

る。 女は苛烈な取り調べにも、

法廷での被告人質問にも沈黙を

貫き、 判決は無罪。 やがて別の

失踪事件との間に奇妙な共通点

が浮上する。 実在の未解明事件

をベースに、 あの福田和子にも

擬された「沈黙の魔性」の“真実”

を描き出す！

商人である父の身代わりに、

おそろしいすがたの野獣といっ

しょにくらすことになってしまっ

た少女 ・ ベル。 食事や散歩を

することで、 二人は心を通わ

せるが、 じつはたがいの思い

はすれちがっていて…。 子ど

もにも大人にも愛される感動

物語。

フェリエの森には、 不思議な

精霊がいっぱい。 トマトやキュ

ウリ、 トウモロコシを豊かに育

ててくれる” コーンメイデン”、

七つの色をあつめて、 にじを

つくる” メネフネ”、 強い毒を

もつ” マンドレイク”、 演奏が

うまくなる手助けをしてくれる”

アーニ”。 ルーチカと精霊たち

の春夏秋冬の物語。

フランス ・ パリの大劇場オペラ

座には、 怪人がひそんでいる

という…。 「今夜、 歌姫クリス

ティーヌを主役にしなければ、

おそろしいことが起きる。」 怪

人の予告から、 大変な事件

が！？切ない恋をえがいた、

ミステリーのけっさく！

おすすめ本のご紹介
猿払村図書室

▷農村環境改善センター
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上段 ： 一般図書

下段 ： 児童図書

▷教育委員会
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開館日時　火水金土
12時00分～18時00分

今野 敏  著

かんの ゆうこ  作

前川 裕  著

ボーモン夫人  作

西條 奈加  著

ガストン ・
ルルー  作

10
月
は
「
道
村
民
税
の
第
３
期
」
と

「
国
民
健
康
保
険
税
の
第
４
期
」
の
納

期
で
す
。
納
期
内
納
付
に
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
住
民
課
税
務
係
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３
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３
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北
海
道
と
村
は
、
個
人
住
民
税
の
収

入
確
保
を
図
る
た
め
、
全
道
統
一
的
な

滞
納
整
理
の
取
組
と
し
て
、
個
人
住
民

税
を
滞
納
し
て
い
る
方
に
共
同
で
催
告

書
を
発
付
し
ま
す
。

個
人
住
民
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
は

速
や
か
に
納
税
し
て
く
だ
さ
い
。

【
北
海
道
へ
の
問
い
合
わ
せ
先
】

■
宗
谷
総
合
振
興
局

税
務
課

☎
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１
６
２
‐
３
３
‐
２
５
１
９

【
村
へ
の
問
い
合
わ
せ
先
】

■
住
民
課
税
務
係

☎
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‐
３
１
３
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さ
ま
ざ
ま
な
事
情
で
、
一
時
的
に
家

庭
で
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
が
い
ま
す
。

そ
う
い
う
お
子
さ
ん
を
一
時
的
に
一
般

家
庭
で
養
育
し
て
い
た
だ
く
の
が
里
親

制
度
で
す
。
愛
情
を
も
っ
て
お
子
さ
ん

を
育
て
て
い
た
だ
け
る
方
で
基
準
を
満

た
す
方
で
あ
れ
ば
、
里
親
に
な
る
の
に

特
別
な
資
格
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

数
日
間
の
短
い
期
間
か
ら
、
年
単
位

の
長
い
期
間
ま
で
養
育
を
お
願
い
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
間
の
お
子

さ
ん
の
生
活
費
は
公
費
負
担
で
、
里
親

さ
ん
に
は
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

里
親
に
つ
い
て
知
り
た
い
方
、
里
親

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
お
気
軽
に
児
童

相
談
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

10
月
14
日
（
土
）
に
稚
内
市
で
、
映

画
の
上
映
会
と
、
里
親
を
囲
ん
だ
座
談

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る

方
、
興
味
の
あ
る
方
は
児
童
相
談
所
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
旭
川
児
童
相
談
所
稚
内
分
室

☎
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１
６
２
‐
３
２
‐
６
１
７
１

税
務
係
か
ら

納
期
の
お
知
ら
せ

子
ど
も
達
の
た
め
の
「
里
親
」

制
度
の
ご
案
内

不
正
軽
油
は
悪
質
な
犯
罪
行
為
で

す
。
脱
税
に
よ
っ
て
公
正
な
市
場
競
争

を
阻
害
す
る
だ
け
で
な
く
、
環
境
汚
染

や
健
康
被
害
に
も
繋
が
り
ま
す
。

不
正
軽
油
を
「
作
ら
な
い
」
・
「
売
ら

な
い
」
・
「
買
わ
な
い
」
・
「
使
わ
な
い
」

を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

 
 

不
正
軽
油
を
見
た
、
聞
い
た
と
い
う

場
合
は
「
不
正
軽
油
ス
ト
ッ
プ
１
１
０

番

０
８
０
０
‐
８
０
０
２
‐
１
１
０
」

ま
で
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
宗
谷
総
合
振
興
局
税
務
課
課
税
係

☎
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１
６
２
‐
３
３
‐
２
９
１
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夏
の
台
風
は
、
太
平
洋
高
気
圧
の
勢

力
が
強
い
た
め
速
度
が
遅
く
、
南
の
海

上
で
は
複
雑
な
動
き
を
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、
秋
は
太
平
洋
高
気
圧
の
勢

力
が
弱
ま
る
た
め
、
上
空
の
強
い
風
に

乗
っ
て
日
本
列
島
を
早
い
ス
ピ
ー
ド
で

縦
断
し
、
広
い
範
囲
に
被
害
を
も
た
ら

す
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。
特
に
近
年

は
、
日
本
周
辺
の
海
水
温
の
影
響
な
ど

に
よ
り
、
台
風
が
勢
力
を
落
と
さ
ず
に

北
海
道
付
近
ま
で
北
上
す
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
あ
り
ま
す
。

気
象
庁
で
は
昔
か
ら
「
腐
っ
て
も
タ

イ
（
台
風
）
」
と
言
っ
て
、
弱
い
台
風

に
見
え
て
も
、
ま
た
台
風
か
ら
変
わ
っ

た
低
気
圧
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
恐
ろ
し

さ
は
侮
れ
な
い
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
き

ま
し
た
。

積
乱
雲
と
い
う
激
し
い
現
象
を
も
た

ら
す
雲
に
つ
い
て
は
何
回
か
紹
介
し
て

い
ま
す
が
、
台
風
は
こ
の
積
乱
雲
の
集

合
体
で
あ
る
た
め
、
暴
風
・
大
雨
・
洪

水
の
ほ
か
、
落
雷
や
竜
巻
な
ど
に
よ
る

災
害
に
も
警
戒
が
必
要
で
す
。
台
風
に

関
す
る
最
新
の
情
報
を
入
手
し
て
、
事

前
の
準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
台
風
な
ど
の
気
象
情
報
入

手
は
下
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー

ド
か
ら
ど
う
ぞ
。

■
稚
内
地
方
気
象
台

☎
０
１
６
２
‐
２
３
‐
２
６
７
９

10
月
１
日
よ
り
、
天
北
宗
谷
岬
線
が

再
編
さ
れ
、
路
線
バ
ス
が
稚
内
市
‐
猿

払
村
‐
浜
頓
別
町
の
区
間
に
短
縮
と
な

り
、
浜
頓
別
町
‐
中
頓
別
町
‐
音
威
子

府
村
の
区
間
は
、
８
月
か
ら
実
証
運
行

中
の
デ
マ
ン
ド
バ
ス
に
本
格
移
行
し
ま

す
。デ

マ
ン
ド
バ
ス
は
、
浜
頓
別
タ
ー
ミ

ナ
ル
発
・
音
威
子
府
行
き
が
１
日
１

便
、
音
威
子
府
発
・
浜
頓
別
タ
ー
ミ
ナ

ル
行
き
が
１
日
３
便
で
す
。
ま
た
、
浜

頓
別
タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
中
頓
別
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
区
間
に
限
っ
て
は
、
浜
頓
別
高

校
通
学
用
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
も
乗
車
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
バ
ス
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
と

も
に
、
乗
車
の
際
は
前
日
の
18
時
ま
で

に
電
話
予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
予

約
や
時
刻
表
な
ど
に
つ
い
て
の
お
問
い

合
わ
せ
は
左
記
連
絡
先
へ
お
願
い
し
ま

す
。

■
デ
マ
ン
ド
バ
ス
予
約
受
付
窓
口

☎
０
１
２
０
‐
０
５
０
‐
２
０
４

※
受
付
時
間

９
時
か
ら
18
時
ま
で

浜
頓
別
・
音
威
子
府
間
が
デ

マ
ン
ド
バ
ス
の
運
行
に
変
更

滞
納
者
に
対
し
共
同
で
催
告

書
を
発
布
し
ま
す

10
月
は
「
不
正
軽
油
防
止
強

化
月
間
」
で
す

腐
っ
て
も
タ
イ




